
下丸子駅周辺地区の
まちの将来を考える会（勉強会）

～第７回～

令和４年１２月１９日（月）

18：00～20：00



本日の内容

【次第】

1. 開会あいさつ

2. 下丸子駅周辺地区まちづくり構想（案）について

3. ワークショップ
『まちづくり構想（案）について考えよう❷！』

4. 講評

5. 閉会
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下丸子駅周辺地区まちづくり構想（案）について



１．これまでの経緯と今後の流れ 4

■これまでとこれからの流れ

パブリックコメント（令和５年１月１３日～２月２日）
住民説明会（令和５年１月１３日、１４日／大田区民プラザ）
オープンハウス（令和５年１月１４日／大田区民プラザ）

【本日】前回勉強会及び研究会で頂いた意見を踏まえた
「まちづくり構想（修正案）」について再度意見交換を行う

【前回】これまでの皆さまから頂いたご意見を踏まえた
「まちづくり構想（素案）」について意見交換

パブリックコメント等で頂いた意見を踏まえ
「まちづくり構想」としてとりまとめ・公表



２．前回勉強会及び研究会等で頂いた意見に対する対応 5

■全体について

前回勉強会及び
研究会等で頂いた意見

頂いた意見に対する対応
（オレンジ：今後対応）

勉
強
会

４つの目指す姿に
対して対象となる
場所や人は異なる
のか。イメージの
共有が必要

• ４つの目指す姿は、場所ごとに設定さ
れているものではなく、レイヤーのよ
うに重なり合っている。そのため、特
定の場所において複数の役割が求めら
れる場合もある。

• 具体的な場所の将来イメージについて
は、後程別紙で説明する。



２．前回勉強会及び研究会等で頂いた意見に対する対応 6

■全体について

前回勉強会及び研究会等で頂いた意見 頂いた意見に対する対応 （オレンジ：今後対応）

勉強会
空港につながるまちづくりを全体の構成に
どうつなげていくか

• P.5の新空港線に関する記述やP.15の地区を取り巻く社会動向で新
空港線の整備について表現し、それを前提に目指す姿を検討してい
る。

• また、目指す姿において交通結節機能やものづくりの観点で空港と
のつながりを表現している。

勉強会
防災・減災への取組をより具体的に記載で
きないか

• 地区の現況整理の１つとして「安全・防災」に対する記述を追加。
• また、目指す姿やその実現に向けた取組における防災に関する記述
を追加。

研究会 多摩川線沿線との関係性に触れておくべき
• P.19の目指す姿➌において、多摩川線沿線との関係性についての記
述を追加。

研究会 地区の現況整理を追加するべき
• P.8~12にかけて地区の現況（歴史的変遷、人口・世帯数、土地利用、も
のづくり、公共施設、地域資源、道路・交通、安全・防災）を整理。

研究会

鉄道立体化の手段が前提となった書きぶり
となっており、立体化を通じてどのような
まちを目指していくのか、その目的をメイ
ンで記載すべき

• P.17の目指す姿❶やP.24の目指す姿❶の実現に向けた取組方針にお
いて、記述を見直し。

研究会
SDGsの記述をするのであれば、下丸子の
取組がどの指標に該当するのか整理すべき

• P.17~20の目指す姿、P.24~28の取組方針において、該当する
SDGsの指標を追記



２．前回勉強会及び研究会等で頂いた意見に対する対応 7

■目指す姿❶について

前回勉強会及び研究会等で頂いた意見 頂いた意見に対する対応 （オレンジ：今後対応）

勉強会
ベビーカーや車椅子の移動のしやすさや、
荷捌き等への配慮を持った考え方が必要

• P.17の目指す姿に、ベビーカーや車椅子の方も含めた「誰もが移動
しやすい」環境を整備する旨に修正

• P.24の目指す姿の取組方針「人中心の街路」に「商店や宅配の荷捌
き等に対する対応」を追記

勉強会 ウォーカブルのイメージの共有が必要
• 今後作成する将来のイメージパースの表現を工夫
• P.22にウォーカブルの概念を整理
• 具体的な場所の将来イメージについては、後程別紙で説明・共有

研究会
鉄道立体化に伴う市街地分断の解消による
回遊性の向上や、地域の一体化をもう少し
強く示すべき

• P.17の目指す姿に「市街地分断の解消による効果」に関する記述を
見直し



２．前回勉強会及び研究会等で頂いた意見に対する対応 8

■目指す姿❷について

前回勉強会及び研究会等で頂いた意見 頂いた意見に対する対応 （オレンジ：今後対応）

勉強会

参画企業や団体でこれらのまちづくりの方
針に対してどういった価値を生み出すこと
ができるのか。お金を生み出す仕掛けを検
討する必要がある

• まちづくり構想策定後、インキュベーション施設等に対する需要や
管理・運営を担う団体などについて調査検討を行っていく

勉強会

イノベーション及びインキュベーション施
設は必ずしも駅前だけに必要というわけで
はなく、分散して配置することで賑わいに
広がりが生まれるのではないか

• 新空港線整備によるアクセス性の向上を活かすためには駅前に拠点
が必要と考えている

• 上記以外にもくりらぼのような小さな活動拠点が点在していること
が望ましく、その旨をP.18の目指す姿に追加

研究会
ものづくり企業の減少傾向が続いていく中
で、最新技術や生活との融合によるものづ
くり自体のイノベーションも必要

• P.18の目指す姿に「最新技術や生活との融合」に関する記述を追加

研究会

オープンファクトリー等の取組みにより、
住民と町工場の距離感を縮めていくことが
両者の共生したまちの形成にとって近道で
あると考えており、そのような姿も表現で
きると良い

• P.18の目指す姿、P.26の取組方針に「オープンファクトリー」に関
する記述を追加



２．前回勉強会及び研究会等で頂いた意見に対する対応 9

■目指す姿➌について

前回勉強会及び研究会等で頂いた意見 頂いた意見に対する対応 （オレンジ：今後対応）

勉強会 防災・減災の観点を重視すべき • 目指す姿やその実現に向けた取組における防災に関する記述を追加

勉強会
地域資源を活かした、子供や子育て世代の
いこいの空間が必要

• P.19の目指す姿、P.27の取組方針に「地域資源を活かしたみずとみ
どりの安らぎのある空間形成」に関する記述を整理

■目指す姿➍について

前回勉強会及び研究会等で頂いた意見 頂いた意見に対する対応 （オレンジ：今後対応）

勉強会

• 技術やアイデアのマッチング支援となる
場所・仕組みづくり

• 古くから住んでいる人と新しく移住した
人の交流の場を整備し、町会・商店街と
一緒に活動できるとよい

• 下丸子につながりを持つみんなで作って
いきたい

• 次回勉強会において、まちづくり構想策定後の取組み方についてレ
クチャー及び意見交換を行いたいと考えており、引き続き検討を進
めていきたい



２．前回勉強会及び研究会等で頂いた意見に対する対応 10

■その他

前回勉強会及び研究会等で頂いた意見 頂いた意見に対する対応 （オレンジ：今後対応）

勉強会
横文字が多く理解しにくい部分があるため、
やさしい日本語で言い換えるや、解説を注
釈として入れるなど工夫が必要

• 多くの方に理解して頂けるよう文言の見直しを行った
• 難しい言葉に対しては最後に用語集を付けているが、製本をする段
階で、各頁で確認できるよう注釈をいれることを想定している

勉強会

• 方向性としては良いが、具体的にもう少
し掘り下げたい

• 20年後を見据えて、何をしていくべきか
ロードマップ等の作成も必要では

• まちづくり構想策定後、その将来像の実現に向けた具体的な取組や
プロセス等を位置付けたグランドデザインの中で示していく。



まちづくり構想（案）について 11

■まちづくり構想（案）の構成

Ⅰ まちづくり構想について

Ⅱ 下丸子駅周辺地区に求められること

Ⅲ 下丸子駅周辺地区の現況（新規追加）

Ⅳ 下丸子駅周辺地区の将来像

Ⅴ 将来像実現に向けた取組方針

Ⅵ 下丸子駅周辺地区のまちづくりの推進に向けて

（構想：目次）



まちづくり構想（案）について 12

Ⅰ まちづくり構想について

■まちづくり構想とは

（構想：P.1）

 まちづくり構想は、当地区の概ね20年後（2040年）

の将来像とその実現に向けたまちづくりの方針を整

理したものであり、地区の関係者と共有しながらま

ちづくりを推進するための指針

 今後、地元（住民や企業）や鉄道事業者などの関係

者と区が連携し、将来像の実現に向けたより具体的

な取組を位置付ける「グランドデザイン」の策定に

向けて深度化を図る

■まちづくり構想の検討範囲

 まちづくり構想の検討対象である「下丸子駅周辺地

区」は、右図に示す範囲



まちづくり構想（案）について 13

Ⅱ 下丸子駅周辺地区に求められること

■大田区都市計画マスタープラン

（構想：P.2～5）

 下丸子駅周辺は「生活拠点」に位置づけられ、暮らす・働く

などの生活を支える多様な機能の集積を進めるなど、地域特

性を活かしながら、生活の中心となる拠点として維持・強

化・活性化を図っていく

 下丸子駅周辺を含む多摩川沿い地域の方針として、多摩川河川

敷の広大な敷地や豊かな自然を維持・保全・活用するとともに、

工場と住宅が調和した都市づくりを進める

■おおた都市づくりビジョン

 新空港線の整備とあわせた駅改築と交通結節機能の整備をはじ

めとするまちづくりにより、新空港線軸沿線地域の拠点を形成

 下丸子の将来像「空港につながり、職・住・憩い・にぎわい

が集まるまち」

＜まちの将来イメージ（おおた都市づくりビジョンより）＞



まちづくり構想（案）について 14

Ⅱ 下丸子駅周辺地区に求められること

■勉強会の意見

（構想：P.6）

○下丸子駅周辺地区の地域資源と課題

地域
資源

・路地の雰囲気 ・ガス橋のケヤキ並木

・町工場のある風景 ・河川敷の二十一世紀桜

・750年の歴史・文化のあるまち

・くりらぼ多摩川など地域コミュニティの場

・多摩川の河川敷や下丸子公園などにおけるス
ポーツを中心としたアクティビティ機能 等

課題

・歩行者と自動車が錯綜しており、安心して歩け
る環境が整っていない

・子供が遊べる場所や、地域住民と交流できる場
所が少ない

・鉄道によって南北市街地が分断され、踏切部で
は歩行者や車が混雑

・駅とバス停が離れており乗り継ぎが不便

・町工場の減少、集積の維持が困難 等

○下丸子駅周辺地区の将来の姿

将来
の姿

・防災の備えがなされている安心・安全なまち

・子供が多く、駅周辺に賑わいがあるまち

・失敗を恐れずチャレンジできる、チャレンジし
たくなるまち

・まちの歴史やものづくり文化など、すべての世
代で学びのあるまち

・多摩川の河川敷や下丸子公園などにおけて様々
なアクティビティを楽しめるまち

・子育てしやすく、駅周辺で一通りの施設が揃う
暮らしやすいまち

・歴史や自然、雑多な雰囲気など、下丸子らしさ
を感じられるまち

・古き良き東京の雰囲気が残る、ふるさとになる
まち

・誰にでも優しく、居心地のよいまち 等



まちづくり構想（案）について 15

Ⅲ 下丸子駅周辺地区の現況（新規追加） （構想：P.8～12）

（１）歴史的変遷

（２）人口・世帯数の動向（下丸子１～４丁目を対象に整理）

（３）土地利用の状況

（４）ものづくり

（５）公共施設

（６）公園・緑地・河川

（７）道路・交通

１）道路 ： 都市計画道路 ／ 避難道路 ／ 道路基盤の状況

２）交通 ： 鉄道施設の現状 ／ バス交通の現状 ／ 自動車交通の現状 ／ 歩行者・自転車交通の現状

（８）安全・防災

１）安全

２）防災



まちづくり構想（案）について 16

Ⅳ 下丸子駅周辺地区の将来像

■下丸子駅周辺地区の「強み」

（構想：P.13）

 旧池上道の交通の要衝として栄え築いた歴史・文化

 日本を代表する大手企業と高い技術力を持った町工場の集積地

 夜間人口よりも昼間人口の方が多いポテンシャルのあるまち

 ものづくり、住宅、商業が共存する多様性のあるまち

 文化施設や自然など地区独自の魅力的な資源

▲二十一世紀桜の並木

▲大田区民プラザ ▲下丸子図書館

▲ガス橋通りのケヤキ並木

▲多摩川河川敷▲下丸子公園



まちづくり構想（案）について 17

Ⅲ 下丸子駅周辺地区の将来像

■下丸子駅周辺地区の「弱み」

（構想：P.14）

 東京と神奈川を結ぶ広域交通処理上のボトルネックの存在

 踏切による駅周辺の混雑、歩行者の安全性の低下

 住工混在による物流と生活動線の錯綜による歩行者の安全性低下

 ものづくり産業の縮小による技術継承の課題と操業環境の変化

 下丸子駅の脆弱な交通結節機能

 主要な公共施設の老朽化とオープンスペース不足

 当地区は多摩川氾濫による浸水や高潮による被害、内水氾濫等が

想定（前回勉強会の意見を踏まえ記述を見直し）
下丸子

外環

補助28号線

南武線連立

下丸子2号踏切



まちづくり構想（案）について 18

Ⅲ 下丸子駅周辺地区の将来像

■下丸子駅周辺地区を取り巻く社会動向

（構想：P.15）

 新たなライフスタイルへの転換と価
値観の変化

 ダイバーシティ経営の推進

新しい
生活様式

産業構造
の転換

都市
再生

防災
SDGs

交通
環境

国際
交流

 災害・感染症等に対応した安心でき
る都市環境の形成

 SDGsの推進

 ゼロカーボンシティの実現

 デジタルトランスフォーメーション

 Society5.0によるサイバーとフィジカ
ルの融合による新たな産業の創出

 羽田イノベーションシティなどのイ
ノベーション拠点の形成

 公民連携の推進

 居心地が良く歩きたくなるまちなか
づくり

 駅まち空間の形成

 選ばれる都市としての魅力づくり

 新空港線の開通により、都心部と空
の玄関口と直通

 補助28号線の整備や外環道の延伸等
による広域交通ネットワークの強化

 自動運転技術の進化、新たなモビリ
ティの導入

 インバウンドの増加

 海外との産業連携の強化



まちづくり構想（案）について 19

Ⅲ 下丸子駅周辺地区の将来像

■下丸子駅周辺地区の将来像

（構想：P.16）

地区の強み

地区の弱み

地区の社会動向

地区に
求められること

空港につながり
職・住・憩い・にぎわいが集まるまち

～新たな価値を生み出すまち・クリエイティブタウン～

【目指す姿】

①居心地が良いウォーカブルなまち

②多様な交流からイノベーションが生まれるまち

③くらしを豊かにする機能・空間が充実したまち

④地区住民・企業等とともにつくり・つかう共創のまち

＜将来像＞



まちづくり構想（案）について 20

Ⅲ 下丸子駅周辺地区の将来像

目指す姿❶ 居心地の良いウォーカブルなまち

（構想：P.17）

自動車と歩行者の交通の明確な役割分担による道路の
整備や機能強化により、人中心で誰もが安全・安心に
移動でき、居心地の良い道路空間を形成する

鉄道立体化に伴う市街地分断の解消による回遊性向上
から駅周辺への新たな店舗立地や、商店街における道
路空間活用など鉄道南北一体的な賑わいを形成する

多様な交通手段が接続するモビリティ・ハブの整備に
より、新空港線の整備による新たなニーズにも対応し
た、誰もがアクセスしやすく、乗り換えがスムーズな
移動環境を形成する

駅前の周辺施設と一体的な広場空間では、地域の活動
場所、誰もが思い思いの過ごし方ができる空間、子供
たちの遊び場となる空間を形成する

駅周辺に存在する緑や河川、寺社等の自然や歴史、文
化資源のつながりが強化され、巡りたくなるような空
間を形成する

＜将来の姿＞ ＜将来のイメージ＞

○道路の役割分担による人中心の道路
空間創出のイメージ

○交通結節点のイメージ

○駅前の広場空間のイメージ○にぎわいのある商店街のイメージ

※今後以下のようなイメージパースをシーンごとに作成予定

参考：千代田区
参考：国交省

参考：国交省参考：国交省
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Ⅲ 下丸子駅周辺地区の将来像

目指す姿❷ 多様な交流からイノベーションが生まれるまち

（構想：P.18）

駅前にインキュベーション施設が整備され、そこには
様々なアイデアが持ち込まれ、町工場の技術との融合
により、新たな価値を生み出す

新たにものづくりを始めたい・挑戦したい人の受け皿
となる工場アパート等が整備され、町工場のバック
アップを受けながら技術を磨くことができる仕組みに
より、ものづくりの活性化や技術継承を図る

オープンファクトリー等により、ものづくりの価値を
国内外に発信するとともに、地元住民と町工場の距離
が近くなり、多くのファンやものづくりに興味を抱く
子供たちを増やしていく

ものづくりに限らず、まちなかには広場やチャレンジ
ショップなど自身の持っている強みを表現できる場が
点在しており、その場での多様な交流から新たな価値
を生み出す

＜将来の姿＞ ＜将来のイメージ＞

○インキュベーション施設のイメージ ○工場アパートのイメージ

○先端技術の検証イメージ○チャレンジショップのイメージ

※今後以下のようなイメージパースをシーンごとに作成予定

参考：KOIL 参考：梅森プラットフォーム

参考：日本郵便参考：ののみち
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Ⅲ 下丸子駅周辺地区の将来像

目指す姿➌ くらしを豊かにする機能・空間が充実したまち

（構想：P.19）

鉄道立体化等により生まれた空間には、子育て施設や
公共サービス、福祉施設などのくらしを豊かにする機
能を充実させ、多摩川線沿線のくらしを支える

駅周辺の再整備にあわせて、公共施設や広場空間など
の一体的な交流拠点が整備する

多摩川河川敷等は、多様なアクティビティを楽しむこ
とができ、健康の維持やコミュニティの形成などにつ
ながる地域交流の場として再生する

大規模マンション等の公開空地では、定期的にキッチ
ンカーやフリーマーケット等が開催され、地域交流の
場として活用する

地区内の自然や歴史・文化資源を維持・活用したみず
とみどりのやすらぎのある空間を形成する

駅周辺の広場や施設には事前災害等に対する防災機能
が確保され、非常時には地域の避難場所等となる防災
拠点として地域の安全性を高める

＜将来の姿＞ ＜将来のイメージ＞

○駅前広場と一体的な交流拠点のイメージ ○公開空地の活用イメージ

○水と緑の安らぎのある空間イメージ

※今後以下のようなイメージパースをシーンごとに作成予定

参考：武蔵野プレイス

参考：大田区都市マス
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Ⅲ 下丸子駅周辺地区の将来像

目指す姿➍ 地元住民・企業等とともにつくり・つかう共創のまち

（構想：P.20）

地元住民や民間事業者等の地域の関係者と行政が一体
となったエリアプラットフォームが構築し、地区の空
間・機能の整備や活用、維持管理など、まちの将来像
の実現に向けた取組みを推進する

エリアプラットフォームは、人材と情報の出会い、交
流の受け皿となり、地区内の住民や様々な団体・企業
とつなぐ役割を担う

実験・検証を繰り返しながら場づくりを行ったことで、
多様な方々にとって居心地の良い空間を創出する

下丸子駅周辺地区の活動を地区内外に広く情報発信し、
共に取り組む仲間やファンをつくる

＜将来の姿＞ ＜将来のイメージ＞

○エリアプラット
フォームの取組
イメージ
（参考：ササハタハツ）

※今後以下のようなイメージパースをシーンごとに作成予定
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Ⅳ 下丸子駅周辺地区の将来像

■下丸子駅周辺地区の将来都市構造

（構想：P.21）

＜下丸子駅周辺地区の将来都市構造図（概念図）＞ ※下図は概念図であり、整備等が決定したものではありません

＜３つのゾーン＞

商業施設や大田区民プラザ等が集積する
『駅前拠点ゾーン』

駅前拠点ゾーンの外側に広がる良好な住宅
地と小売商業が混在する『近隣住区ゾー
ン』

近隣住区ゾーンの外側に広がる、住宅と町
工場等が混在する『住工共生ゾーン』

＜４つのネットワーク＞

『鉄道』『歩行者』『自動車』『自転車
等』から構成され、道路と鉄道の立体化に
よりこれらのネットワークの充実を図る
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Ⅴ 将来像実現のための取組方針

目指す姿❶「居心地の良いウォーカブルなまち」の実現に向けた取組方針

（構想：P.24）

鉄道
立体化

人中心の
街路

踏切除却や交差道路の整備による広域的な自動車交通
の円滑化に向けた鉄道立体化の推進

地区内への通過交通の抑制や踏切部における歩行者等
の安全性の向上に向けた鉄道立体化の推進

鉄道南北の市街地分断の解消による回遊性の向上に向
けた鉄道立体化の推進

街路の性格づけ（「自動車・自転車等の交通環境」と
「歩行・滞留のための空間」）に応じた空間形成・機
能強化による人中心のまちを支える基盤の形成

▲人中心の居住空間
のイメージ

＜街路の性格に応じた空間形成・機能強化の考え方（イメージ）＞

※下図はあくまでイメージであり、街路の性格付けは今後整理していきます。

商店街等では建物１
階部分のオープン化
や道路空間の活用に
よるにぎわいの創出

店舗や宅配等に荷捌
きに対する対応（新
規）

▲人中心の居住空間のイメージ（参考：国交省）
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Ⅴ 将来像実現のための取組方針

目指す姿❶「居心地の良いウォーカブルなまち」の実現に向けた取組方針

（構想：P.25）

モビリ
ティ

駅まち
空間

駅と鉄道跡地、まちを一体
的な「駅まち空間」として
捉え、地域のくらしを豊か
にする機能や空間を適切に
配置

▲左：交通結節機能のイメージ、右上；モビリティハブのイメージ、右下：モビリティサービスのイメージ（参考：国交省） ▲駅まち空間のイメージ（参考：国交省）

新空港線整備による駅への新たなアクセス需要を受け
入れるモビリティ・ハブ（交通結節機能）の形成

自転車や新たなパーソナルモビリティなど環境にやさ
しいモビリティの交通環境の充実

自動運転やグリーンスローモビリティなど、スマート
シティへの取組に対応して、道路や公共空間をフレキ
シブルに活用
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Ⅴ 将来像実現のための取組方針

目指す姿❷「多様な交流からイノベーションが生まれるまち」の実現に向けた取組方針

（構想：P.26）

インキュ
ベーション

多様な施設・設備と、
交流・共創するため
の仕組み・取組み、
そしてスタートアッ
プを支援するプログ
ラムなどを有したイ
ンキュベーション拠
点の創出

もの
づくり

オープンファクトリー等の取
組の継続

工場跡地や鉄道跡地の工場ア
パート化等により、ものづく
りの集積の維持やクリエイ
ティブな人材の受け皿の確保

ものづくり拠点との連携強化

チャレンジ
スペース

ものづくりに限
らず、自身の
持っている強み
や思いを表現・
挑戦できるよう
なチャレンジス
ペースの創出

▲インキュベーション施設のイメージ（参考：KOIL） ▲オープンファクトリーの様子（参考：OCTC） ▲チャレンジスペースのイメージ（参考：ののみち）
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Ⅴ 将来像実現のための取組方針

目指す姿➌「くらしを豊かにする機能・空間が充実したまち」の実現に向けた取組方針

（構想：P.27）

生活
機能

公共施設の機能更新等にあわせた公共サービス
機能の集積

子育て施設や福祉施設、食料品店等のくらしを
支える機能の充実

多様な働き方を支えるコワーキングスペース等
の機能の充実

地域・文化
交流

文化資源を活かした活発な文化発信、文化交流
によるまちづくりの活性化

駅前に地域住民や来訪者が思い思いに過ごせる、
子供たちの遊び場となる、周辺施設と一体的な
広場空間の創出

地区内の要所に地域コミュニティの場となる
オープンスペースの整備

マンション等の公開空地の有効活用の推進

みずと
みどりの
まち

駅と多摩川を結ぶ、わかりやすく、歩
いて楽しいアクセスルートの形成

地区内のみずやみどり、歴史・文化資
源を活かしたやすらぎのある空間の形
成

サイクリングやフットサルなど多様なアク
ティビティを楽しむことができる施設や設
備の充実

防災・減災

駅周辺の広場空間や施設には、非常時には地域
の避難場所等となる防災機能を確保

地元住民や企業等が連携して避難訓練等を実施
するなど、事前災害等に対する備えの充実強化

▲ｺﾜｰｷﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽ（参考：六郷
BASE／ユニークおおた）

▲サイクリング拠点のイメージ（り
んりんスクエア土浦）
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Ⅴ 将来像実現のための取組方針

目指す姿➍「地元住民・企業等とともにつくり・つかう共創のまち」の実現に向けた取組方針

（構想：P.28）

エリア
プラット
フォーム

地区住民や民間事業者等の関係者と行政が一体
となったエリアプラットフォームの構築・運営

まちの将来像の実現に向けた、地区の空間・機
能の整備や活用、維持管理等の推進

地区内への将来像と目指す姿の共有

取組を担うプレイヤーの発掘・育成

マッチング

人材や情報の出会い、交流の受け皿として、地
区内の住民や様々な団体・企業、地区外の専門
家・クリエイティブな人材等をつなぐ機会や場
の創出

情報発信

ポータルサイトの構築やSNS、プロ
モーション手法を活用したイベント情
報、まちづくりの進展などの情報発信

実証実験
実験・検証を繰り返しながら、地区に求められ
る空間や機能、設え、使い方を検討 ▲様々な主体の連携イメージ

（参考：大田区都市マス）
▲実験・実証のイメージ
（参考：蒲田東口おいしい道路計画）
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Ⅵ 下丸子駅周辺地区のまちづくりの推進に向けて （構想：P.29）

〇当地区のまちづくりグランドデザインの策定に向けて

・当地区の将来像の実現に向けて、より具体的な取組を検討・整理する「（仮称）下丸子駅周辺地区グランドデザイン」の

策定に向けて、行政と地域の関係者が連携し、検討を進めます。

〇将来像の実現に向けたプロセスデザインと推進体制

・まちに新たな空間や施設を整備する際には、その空間をどのように活用し、維持・管理していくかを、整備する前から実

験等を行いながら検討することが、まちづくりにとって必要です。

・そのため、地区住民や民間事業者等の地域の関係者と行政が一体となって、地区の空間・機能の整備や活動などまちづく

り全般の取組を担う推進体制の構築を目指します。

〇駅周辺整備の具体化に向けて

・道路と鉄道（東急多摩川線）の立体交差化の実現に向けて調査・検討を進めます。
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【駅前】

○機能・役割

＜目指す姿❶＞モビリティ・ハブ（交通結節機能）／駅前の周辺施設と一体的な広場空間

＜目指す姿❷＞インキュベーション施設

＜目指す姿➌＞防災拠点／駅前広場と一体的な交流拠点／生活支援施設（子育て、福祉、コワーキング

スペース等）／地域活動や個人の思い思いの過ごし方ができる広場

＜目指す姿➍＞エリアプラットフォームの活動拠点

○イメージ

●モビリティ・ハブのイメージ（出典：国交省） ●駅前の広場空間のイメージ（出典：日向市）

●ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ施設のイメージ（出典：KOIL） ●ｺﾜｰｷﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽのイメージ（出典：六郷BASE）

【高架下空間】

○機能・役割

＜目指す姿❶＞鉄道を横断する交差道路・通路の整備による回遊性向上

＜目指す姿❷＞工場アパートやチャレンジショップ等の空間確保

＜目指す姿➌＞生活支援施設（子育て、福祉、商業施設等）

○イメージ

●ものづくりの受け皿のイメージ ●生活支援施設のイメージ

（出典：梅森プラットフォーム） （出典：nonowa）
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【駅と多摩川を結ぶアクセスルート】

○機能・役割

＜目指す姿❶＞安全・安心の歩行空間の確保

＜目指す姿➌＞多摩川へ足を運びたくなるような歩いて楽

しい空間形成、自転車のアクセス性向上

○イメージ

●ガス橋通りの断面構成のイメージ

【歩行者優先の道路（商店街）】

○機能・役割

＜目指す姿❶＞歩行者優先の道路空間、賑わいの創出

＜目指す姿➌＞巡りたくなるような歩いて楽しい空間形成

○イメージ

●商店街のイメージ

（出典左：県庁通り（岡山市）、右：さかさ川通り（大田区））

●点在するポケットパークの活用イメージ

（出典：HELLOMARKET（千葉市））

●マンションの公開空地の活用

イメージ

●近隣住区や住工共生ゾーンにおける道路空間

のイメージ（国交省）
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■ワークショップとは

 ワークショップとは、話し合いのテーマを設定し、そのテーマについて、参加者がともに議論したり、現状を

見たりするなどの協働作業を通じて、お互いの考え方や立場の違いを学び、協力し合いながら提案などをまと

めていく作業です。

 ワークショップでは、参加者全員が自分の考えや意見を出し合い、それをまとめて、グループ全体での結論を

作り出すことを目指します。

① テーマや目的を共有し、グループ全員で討議しましょう

② 他の人の意見やアイデアを否定、非難するような発言は控え、自分と違った考え方や視点も大切にしましょう

③ グループ全員が発言できるように発言はできるだけ短くまとめましょう

■ワークショップのルール
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■テーマ

■意見交換の内容

まちづくり構想（素案）について考えよう❷！

① まちづくり構想が実現された具体的な場所のイメージについて

• 地区内の具体的な場所の将来イメージを共有し、方向性について意見交換を行う。

② まちづくり構想（案）について

• 前回勉強会等の意見が反映されているか、①の意見交換を踏まえ、まちづくり構想に反映すべきことはあるか

について意見交換を行う。

• 具体には、将来像と将来像の実現に向けた取組方針について


